
環境最前線 vol.2
地球環境を守ることは、未来を守ること。今、私たちに何ができるのか。
暮らしの中の身近な取り組みから、生産と消費の現場における新たなチャ
レンジ、国際的な動向まで、環境をめぐる最前線の動きを連載で紹介する。環境最前線 vol.2
地球環境を守ることは、未来を守ること。今、私たちに何ができるのか。
暮らしの中の身近な取り組みから、生産と消費の現場における新たなチャ
レンジ、国際的な動向まで、環境をめぐる最前線の動きを連載で紹介する。

が
一
体
的
に
取
り
組
め
る
社
会
対
話
の

枠
組
み
を
早
急
に
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

─
対
策
を
前
に
進
め
る
に
は
？

　

気
候
変
動
へ
の
危
機
感
を
共
有
す
る

こ
と
、
そ
し
て「
公
正
な
移
行
」を
具
体

化
す
る
こ
と
だ
。
気
候
変
動
の
影
響
を

実
感
し
な
が
ら
も
、
多
く
の
国
が
削
減

目
標
引
き
上
げ
に
踏
み
切
れ
な
い
の
は
、

足
元
の
生
活
不
安
が
あ
る
か
ら
だ
。
気

候
変
動
対
策
と
同
時
に
雇
用
や
生
活
を

保
障
す
る「
公
正
な
移
行
」を
人
々
に
具

体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
対
策

を
前
に
進
め
る
大
き
な
力
に
な
る
は
ず

だ
。

働
組
合
も
当
事
者
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
。
労
使
や
若
者
、
女
性
、
研
究
者
な

ど
9
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
非
政
府
組
織

（
N
G
O
）
も
関
係
当
事
者
と
し
て
参

加
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
正
式
に
認

め
ら
れ
て
お
り
、
労
働
組
合
の
代
表
と

し
て
は
、
I
T
U
C
が
2
0
0
7
年
の

C
O
P
13
か
ら
そ
の
地
位
を
得
て
い
る
。

連
合
は
C
O
P
13
以
降
、
I
T
U
C
の

一
員
と
し
て
毎
年
参
加
し
て
い
る
。

─
C
O
P
24
の
議
題
と
成
果
は
？

　

2
0
1
5
年
の
C
O
P
21
で「
京
都

議
定
書
」
の
後
継
と
な
る
新
た
な
枠
組

み
と
し
て「
パ
リ
協
定
」が
採
択
さ
れ
た

が
、
そ
の
実
施
指
針（
細
部
の
運
用
ル

ー
ル
）の
策
定
が
C
O
P
24
の
最
大
の

議
題
。
主
に
先
進
国
が
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
義
務
を
負
う「
京
都
議
定
書
」

に
対
し
、「
パ
リ
協
定
」
は
途
上
国
を

含
む
す
べ
て
の
参
加
国
に
排
出
削
減
を

求
め
て
い
る
。
実
施
指
針
に
つ
い
て
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
宣

言
を
受
け
た
資
金
と
公
平
性
の
確
保
に

対
す
る
疑
念
を
背
景
に
、
先
進
国
と
ル

ー
ル
に
差
を
設
け
る
こ
と
を
主
張
す
る

途
上
国
の
間
で
意
見
の
隔
た
り
が
大
き

か
っ
た
が
、
ね
ば
り
強
く
議
論
を
重
ね
、

会
期
を
1
日
延
長
し
な
が
ら
も「
す
べ

て
の
国
が
共
通
の
ル
ー
ル
の
下
で
取
り

組
む
」
こ
と
で
合
意
に
至
っ
た
。
積
み

残
し
た
課
題
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
き

な
成
果
だ
と
評
価
し
た
い
。

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
公
正
な
移
行
」

─
C
O
P
24
で
労
働
組
合
は
何
を
主
張

し
た
？

　

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
公
正
な
移
行

（Just T
ransition

）」。
こ
れ
は
、
気

候
変
動
対
策
と
雇
用
・
労
働
問
題
の
統

合
的
解
決
を
め
ざ
し
て
、
2
0
0
9
年

の
C
O
P
15
で
I
T
U
C
が
提
唱
し
た

も
の
で
、
す
で
に「
パ
リ
協
定
」前
文
に

「
自
国
が
定
め
る
開
発
の
優
先
順
位
に

基
づ
く
労
働
力
の
公
正
な
移
行
並
び
に

適
切
な
労
働
及
び
質
の
高
い
雇
用
の
創

出
が
必
要
不
可
欠
…
」
と
盛
り
込
ま
れ

雇
用
や
生
活
、

産
業
を
守
る
た
め
に

─
労
働
組
合
が
C
O
P
に
参
加
す
る

意
義
と
は
？

　

労
働
組
合
の
役
割
は
、
働
く
者
の

雇
用
・
労
働
条
件
と
生
活
、
そ
し
て
産

業
を
守
る
こ
と
。
気
候
変
動
は
、
海
面

上
昇
や
極
端
な
気
象
現
象
に
よ
る
災

害
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
な
ど
に
つ
な

が
り
、
生
産
活
動
か
ら
社
会
シ
ス
テ
ム

に
至
る
ま
で
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ

に
私
た
ち
の
雇
用
や
生
活
、
働
く
産
業

に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
連

合
は
、「
連
合
エ
コ
ラ
イ
フ
21
」
と
し
て

自
ら
が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
貢

献
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
一
方
、
政

策
・
制
度
要
求
の
重
点
の
一
つ
に「
環
境

政
策
」
を
位
置
づ
け
、
そ
の
一
環
と
し

て
C
O
P
に
も
参
加
し
、
そ
の
成
果
を

国
内
の
環
境
政
策
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

努
め
て
き
た
。

　

C
O
P
は
政
府
間
会
議
だ
が
、
労

て
い
る
。
そ
し
て
、
C
O
P
24
開
会
式

典
で
は
、
議
長
国
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府

か
ら「
連
帯
と
公
正
な
移
行
の
た
め
の

シ
レ
ジ
ア
宣
言
」
が
示
さ
れ
、
日
本
を

含
む
61
の
国
と
地
域
の
賛
同
で
採
択
さ

れ
た
。
I
T
U
C
は
会
期
中
、
実
施
指

針
に「
公
正
な
移
行
」を
盛
り
込
む
た
め
、

総
会
で
発
言
し
、
各
国
政
府
に
ロ
ビ
ー

イ
ン
グ
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
、
そ
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

連
合
は
、
I
T
U
C
の
一
員
と
し

て
、
現
地
で
日
本
の
政
府
や
経
営
者
団

体
、
環
境
N
G
O
と
意
見
交
換
の
場
を

持
ち
、
原
田
義
昭
環
境
大
臣
に
は
直
接

「
公
正
な
移
行
」の
実
現
の
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
要
請
し
た
。
ま
た
、

日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
で「
地
域
か
ら
広
げ
る

連合主催のCOP会場内イベントでコーディネーターを務める鈴木次長（左）

ITUCは毎日ミーティングを行い認識を共有

バロウITUC書記長（右から2人目）とクルティカCOP24議長（左から2人目）

2
0
1
8
年
を
表
す
漢
字
は
「
災
」。
猛
暑
や
豪
雨
、
超
大
型
台
風
な
ど
が
各
地
を
襲
い
、
気
候
変
動
に
よ
る

自
然
災
害
の
脅
威
を
痛
感
す
る
1
年
と
な
っ
た
。
そ
の
年
末
、
12
月
2
日
か
ら
2
週
間
の
日
程
で
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
第
24
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
24
）
が
開
催
さ
れ
た
。
開
催
地
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
。

連
合
も
I
T
U
C
（
国
際
労
働
組
合
総
連
合
）の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
何
が
議
論
さ
れ
た
の
か
、
労
働
組

合
は
何
を
主
張
し
た
の
か
。
鈴
木
人
司
連
合
社
会
政
策
局
次
長
に
聞
い
た
。

公
正
な
移
行
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト

も
主
催
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
パ
リ
協

定
の
実
施
指
針
に「
公
正
な
移
行
」実
現

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
盛

り
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
理

解
は
着
実
に
広
が
っ
た
と
思
う
。

─「
公
正
な
移
行
」と
は
？

　

気
候
変
動
対
策
に
伴
う
労
働
力
移
動

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
社
会
対
話

の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
影
響
を
分
析
し
、

必
要
な
施
策
を
洗
い
出
し
、
環
境
と
経

済
・
社
会
の
両
方
の
課
題
を
同
時
並
行

で
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

す
で
に
先
進
的
な
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
政
府
が

省
庁
横
断
的
な
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設

け
て
、
あ
る
地
域
で
の
石
炭
火
力
発
電

所
の
閉
鎖
を
見
据
え
、
労
働
移
動
の

た
め
の
支
援
を
行
っ
た
う
え
で
新
た
な

産
業
を
そ
の
地
域
に
立
地
さ
せ
る
、
と

い
っ
た「
公
正
な
移
行
」を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
電
力
会
社
も
、
政

労
使
対
話
に
基
づ
き
労
働
移
動
の
た
め

の
支
援
に
乗
り
出
し
た
。

　
「
公
正
な
移
行
」は
、
国
連
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）と
同
根
の
考

え
方
だ
。
S
D
G
s
は
17
の
目
標
の
一

つ
に「
気
候
変
動
に
具
体
的
対
策
を
講

じ
る
」
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
環
境
的
側
面
だ
け
で
な
く
、「
貧
困
や

飢
餓
の
克
服
」「
経
済
成
長
と
働
き
が

い
の
あ
る
雇
用
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

「
持
続
可
能
な
生
産
と
消
費
」と
い
っ
た

社
会
的
・
経
済
的
側
面
の
課
題
も
統
合

的
に
解
決
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

「
公
正
な
移
行
」も
、
ま
さ
に
温
暖
化
に

脆
弱
な
地
域
や
人
々
へ
の
深
刻
な
影
響

に
目
を
向
け
、
環
境
と
雇
用
・
労
働
問

題
の
統
合
的
な
解
決
を
は
か
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
る
。

環
境
行
政
と
労
働
行
政
の

連
携
体
制
を

─
日
本
の
状
況
は
？

　

2
0
1
8
年
4
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
政
府
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
は
、

「
環
境
と
社
会
・
経
済
の
統
合
的
向
上
」

と
い
う
考
え
方
を
打
ち
出
し
、「
公
正
な

移
行
」
と
い
う
文
言
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

た
だ
、
そ
の
重
点
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
雇
用
創
出
」。
た
し
か
に
そ
れ

も
必
要
だ
が
、
影
響
を
受
け
る
産
業
に

従
事
す
る
労
働
者
へ
の
支
援
を
も
っ
と

具
体
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
は
ま
だ
、
企
業
内
の
構
造
転
換
で

な
ん
と
か
対
応
で
き
て
い
る
が
、
い
ず

れ
大
き
な
気
候
変
動
対
策
の
波
が
来
た

時
は
、
一
企
業
内
で
対
応
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
影
響
は
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
及
ぶ
。
環
境
行
政
と
労
働
行
政

COP24報告

労働組合も“当事者”！
「公正な移行」を求め
積極的に参加

ITUCの「公正な移行」シンボルマーク
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